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〈View〉

2023 年 11 月 29 日から 12 月 1 日の 3 日間、

東京ビッグサイトにて「高精度・難加工技術展」

が開催された。主催は日刊工業新聞社。同会期、

会場内では「SAMPE　Japan 先端材料技術展」「表

面改質展」「洗浄総合展」「VACUUM 真空展」

「FACTORY’S GOODs」「KOKOKARAFair」など

の 6 展示会も開催され、40,836 名が来場した。

また、近年の新型コロナ感染への対策として、

11 月 22 日（水）～ 12 月 8 日（金）の期間中

はオンライン展も開催された。

会場内ではプレス、板金加工をはじめと加工

メーカーが多数集結。抜き・曲げ・絞りや溶接、

接合などにまつわる難度の高い加工のサンプルな

どが披露された。また同時開催の FACTORY’S 

GOODs にもプレス、板金加工メーカーの自社製

品が展示・販売されたほか、別ホールでは国際ロ

ボット展も開催されるなど多くの来場者が集まり、

賑わいを見せていた。

主催：日刊工業新聞社
会期：2023 年 11 月 29 日（水）～ 12 月 1日（金）
会場：東京ビッグサイト（西ホール）

各種コネクタなどの精密試作板金を得意とする㈲たくみはバス
バーを出展した。試作の依頼では、客先の指定でワイヤー放電
加工機で抜いて、サーボベンダ―で曲げて作ることが多く、最
近は板厚も一層大きくなる傾向にあるという。同社の特徴はキ
ズや汚れなどがなく高品質な部品が作れること。部分めっきを
依頼されることも多く、その場合は曲げる前に加工するという。

高精度・難加工技術展2023レポー
ト

ツツミ産業㈱は、6-4 チタン製のタンクを出展した。6-4 チ
タンは硬く純チタンより強度があるため板厚を薄くし軽量化で
き、STA処理（溶体化時効処理）を実施するとさらに強くな
るという。板材からプレスで徐々にロールしていき、最後に溶
接して封止する。また製造後の検査では専用試験機を使って、
中に水を入れ、内側から圧をかけて漏れをチェックする。6-4
チタンは硬い分、割れやすいが、同社ではロールの際の力のか
け具合のデータをノウハウとして蓄積、加工に活かしている。


